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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年11月5日(2020.11.5)

【公開番号】特開2019-60706(P2019-60706A)
【公開日】平成31年4月18日(2019.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-015
【出願番号】特願2017-185200(P2017-185200)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2018.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/574    ＺＮＡＤ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｇ
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   14/47     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月15日(2020.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
＜実施例３＞
《ＰＲＤＭ１４遺伝子の発現量と相関するバイオマーカーの同定》
　ＰＲＤＭ１４遺伝子の発現量と相関するバイオマーカーの同定に係る一連のスクリーニ
ング方法を図６に模式的に概説する。まず、１次スクリーニングにおいて、２９例の乳が
ん臨床組織に対し、マイクロアレイによる網羅的な遺伝子発現情報を夫々解析し、乳がん
において高頻度（約６０％）に遺伝子増幅していると発見したＰＲＤＭ１４遺伝子の発現
量と（1）相関係数０．７以上の関連を示し、（2）回帰直線の傾きが０．５～２．０、（
3）データベース上、分泌タンパクであることが知られている、（4）ＥＬＩＳＡキットが
入手可能という条件で候補分子を絞った後、２次スクリーニングにおいて、別の５０例の
乳がん臨床組織に対するマイクロアレイによる網羅的な遺伝子発現情報を用いる再現性検
証を実施した結果、ＬＥＰＲは、ＰＲＤＭ１４遺伝子の発現量と相関することが判明した
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
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　また、１次スクリーニングの後に、別の観点、すなわち、血清タンパク質のスクリーニ
ングツールであるサスペンションアレイに搭載可能な分泌タンパクの中から、ＰＲＤＭ１
４発現量と強い相関をもつ上位３８タンパクにつき検討した結果、ＭＤＣおよびＩＦＮγ
がＰＲＤＭ１４遺伝子の発現量と相関することが判明した。
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